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高悪性度口腔癌の再発・転移にかかわる 
遺伝子の解明

研究成果の応用可能性
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　治療効果の向上や新たな治療法の開発

現在、口腔癌の手術後再発・転移や予後の予測は手術標本
から得られる病理組織学的な因子により行われているが、こ
れら予測因子のみでは予測できない症例が少なくない。その
ため、再発・転移や予後に関与する因子の検索が行われてい
る。特に近年では、新たな病理組織学的な因子を含め、腫瘍
浸潤先端部に着目した検討が行われている。

本研究では、口腔癌患者の治療成績向上のために、再発・
転移を起こしている悪性度の高い腫瘍における特異的な遺伝
子の解明を腫瘍浸潤先端部に注目して行い、再発・転移のメ
カニズムにかかわる因子を明らかにすることである。再発・
転移に関わる新たな遺伝子が同定できれば、治療効果の向上
や新たな治療法の開発が期待される。
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